
  
平成 2 9 年度文化施設職員等研修事業 

対 話 型 鑑 賞 の 可 能 性 【 ダ ン ス 編 】 

 

作品をみながら、 

はなす＠福山 

主催：公益財団法人ひろしま文化振興財団 

助成：一般財団法人地域創造 

 

「コンテンポラリーダンスはよくわからない」「クラ

シックは敷居が高い」といった声を聞くことがありま

すが、芸術は知識や経験がなければ楽しめないもので

しょうか？ 

1980年代後半にニューヨーク近代美術館の来館者向け

に開発された鑑賞プログラムが基となり、美術の分野

で発展してきた「対話型鑑賞」。これは他者との対話の

中から、これまで気づかなかった作品の魅力や、人そ

れぞれの豊かなものの見方や考え方に気づくことがで

きるものです。 

その手法を“ダンス”や“音楽”の分野に応用する取

り込みが始まっています。 

知識や経験によらない鑑賞の仕方、参加者の交流から

生まれる新たな気づき・・・。これらは、より豊かな

鑑賞経験をもたらしてくれます。 

今回、演劇やダンスの分野で「作品をみながら、はな

す」という取り組みを続けているお二人をお招きし、

アート作品の「わからない」という垣根を外す取り組

みについて考察していきます。 

2 月21 日（水） 1３：00～1７：00 

 

◎対 象 

文化行政担当職員、文化施設職員、アーティスト、

民間（NPO、企業等）で文化事業の企画等に携わ

る人など興味のある方はどなたでも！ 

 

◎定 員 

15名程度（定員になり次第 締め切ります。） 

▼12：50～  受 付 

▼13：00～  オリエンテーション・ 

対話型美術鑑賞を体験する 

▼13：50～  作品（ダンス）をみながら、はなす 

▼16：00～  レクチャー・質疑応答 

▼17：00    終 了 

【講 師】 

岡崎 大輔 （京都造形芸術大学アート・コミュニ 

ケーション研究センター専任講師） 
 

【ファシリテーター・事例報告】 

川那辺 香乃 （アートコーディネーター） 

参 加 者 募 集 ！ 

2018年 

わかる？ 

わからない？ 

正解？ 

不正解？ 

感動？ 

ふつう？ 

・・・etc. 

 無料 

―地域の人は本当にコンテンポラリーダンスに興味がないのか！？― 

【会 場】 

広島県民文化センターふくやま 

第 1練習室 （福山市東桜町 1-21） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 29年度文化施設職員等研修事業 対話型鑑賞の可能性【ダンス編】 

【申 込 書】                                           ●FAX：082-249-7531 

ふりがな 

名  前 

所属・職名 

連絡先 

〒 

電話 

FAX 

携帯 

E-mail 

※ お申込みに際しお送りいただいた個人情報は、本件に関するご連絡および今後のご案内のために使用させていただきます。主催事務

局にて厳重に管理し、いかなる第三者にも提供することはありません。 

広島県民文化センターふくやま 第 1 練習室 

（福山市東桜町 1-21） 
 

◎福山駅から徒歩約４分 

◎駐車場は隣接のエストパルク駐車場 

（収容台数：約７０台）の他、近隣の駐車場（有料）

をご利用下さい。 

FAX または E メールでお名前、住所、連絡先、所属団体をお知らせください。 

公益財団法人ひろしま文化振興財団（担当：高井） 

〒730-0051 広島市中区大手町 1-5-3 広島県民文化センター内 

TEL：082-249-8385／FAX：082-249-7531／E メール：hirobun@h-bunka.or.jp 

ひろしま文化振興財団 検索 

（アートコーディネーター） 

 

2010 年頃より、京都市内を中心に舞台制作として活動

を始める。2011 年に俳優・演出家の山口惠子とパフォー

マンスユニット「BRDG（ブリッジ）」を結成。2013 年より、

京丹波町にある旧質美小学校で「423 アートプロジェク

ト」を開始、地域住民へのインタビューをもとにした舞台作

品を企画・製作している。 NPO 法人子どもとアーティスト

の出会いでは、プログラムディレクターとしてアートワーク

ショップのコーディネートも行っている。 

大阪音楽大学非常勤講師。Dance Fanfare Kyoto ボー

ドメンバー。一般社団法人リリース パートナー。 

阪急阪神 HD グループの人事部門にて、人材採用・育成

業務に従事していた 2011 年、アート作品の対話型鑑賞

プログラム ACOP / エイコップ（Art Communication 

Project）に出会う。美術の知識や情報なしで作品鑑賞を

楽しめること、そして、鑑賞体験がもたらす学びの可能性

に魅了され、2014年より大学へ参画。 

現在は主に ACOPを企業内人材育成・組織開発プログラ

ムとして応用する実践を行っている。また、アートとの接点

が少なかった自身の経験をふまえ、コワーキングスペー

スや劇場を中心に ACOP を応用したワークショップを行う

など、人々がアートと出会い、アートと親しめる場づくりを続

けている。岡山商科大学非常勤講師。 

（京都造形芸術大学アート・ 

コミュニケーション研究セン

ター専任講師） 

◆ファシリテーター・ 
事例報告 

川那辺 香乃 

会 場 案 内  

申し込み・問い合わせ先 

◆講師 

岡崎 大輔 

プロフィール 

 


